
別冊  ウェルネス通信（保健・介護予防事業案内） 

　 12

米軍基地問題について国に要請 

 今号の主な内容 L I N E U P

■ トピックス ■ T O P I C S

　１１月、本市と市米軍基地返還促進等市民協議会
は、相模総合補給廠の一部返還・共同使用の早期
実現や、同補給廠の焼夷弾処理、米軍機による騒
音被害の解消、キャンプ座間ゴルフ場からのゴル
フボール飛び出し問題などの米軍基地問題に関す
る要請を国・米軍等に行いました。 

お問い合わせ　渉外課　1０４２－７６９－８２０７ 

市民文化祭の入賞者が決定しました 4

年末年始のお知らせ 5

さがみはら都市経営ビジョン アクションプラン 
平成１７年度～２１年度の取り組み結果 3

この１年を振り返る さがみはら２０１０ 2

6 7

地域福祉と民生委員の活動 地域福祉と民生委員の活動 地域福祉と民生委員の活動 
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「潤水都市 さがみはら」は、政令指定都市・ 
相模原の、未来へ向かう合言葉です。 
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２０１０
　２０１０年も残すところあとわずかになりました。

　今年は、政令指定都市に移行し、新たな事業

や取り組みを行うなど、大きな節目の年になり

ました。ここで、今年１年を振り返り主な出来

事を紹介します。

青山学院大学が第８６回東京箱根間往復大学駅伝競走（箱根駅
伝）で総合８位に入り、シード権を獲得

１月２日・３日

相模原市人事委員会を設置　　１４日

政令指定都市の移行に関する市民説明会を公民館など市内
各地で開催

２月４日～２６日

Ｓ．Ｃ．相模原のＪリーグ準加盟が承認　　１６日

観光案内の達人「相模原市観光マイスター」が決定３月９日

南清掃工場が 竣 
しゅん

 工 
こう

　　１５日

「政令指定都市・相模原誕生記念見晴らしスペシャルデー
！」としてさまざまなイベントを開催

　　２０日

市長と松沢県知事が、県から市へ移譲される事務の引継書
に調印

　　３０日

市民公募のシティセールスコピー「 潤 
じゅん

 水  都  市 　さがみはら」
すい と し

が決定
　　３１日

全国で１９番目の政令指定都市に移行、緑区・中央区・南区
の３区を設置

４月１日

新・相模原市総合計画、各部門別計画がスタート　　１日

ふるさと自然体験教室「ふじの体験の森　やませみ」がオ
ープン

　　１日

町田市との広域証明発行サービスを開始　　１日

史跡勝坂遺跡公園、旧中村家住宅を供用開始　　１日

南障害者地域活動支援センター開所　　１日

銀河連邦に北海道大樹町「タイキ共和国」が加盟、市民桜
まつりで加盟調印式を開催

　　３日

政令指定都市移行記念式典を開催　　１４日

祝  政令指定都市相模原フェスティバル２０１０　風と大地の
饗宴を開催

　　２４日・２５日

指定都市市長会議を市内で開催（初参加）５月１１日

九都県市首脳会議に初参加　　１３日

中小企業の優れた新製品の販路開拓を応援する「相模原市
トライアル発注認定制度」を創設

６月１日

北澤防衛大臣と面会し、キャンプ座間ゴルフ場からのゴル
フボール飛び出し防止について要請

　　１１日

「暮らし先進都市」をめざし、福祉、環境、経済、シティ
セールスなど暮らしに密着した課題への対応や市民とのパ
ートナーシップを進める６つのプロジェクトチームが始動

　　１５日

小惑星探査機「はやぶさ」のカプセルが、ＪＡＸＡ相模原
キャンパスに到着

　　１８日

都市経営ビジョン・アクションプランを改定７月１日

市内２か所目の病後児保育室を北里大学病院に開設　　５日

県央相模川サミットを市内で開催　　８日

３区で第１回区民会議を開催　　３０日

小惑星探査機「はやぶさ」のカプセルを世界に先駆け、市
立博物館で特別展示

　　３０日・３１日

事業仕分けを実施　　３１日、 
８月１日

「ネーミングライツ導入方針」を策定８月１日

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）使用可能施設登録制度を開始　　１日

第９２回全国高等学校野球選手権大会で東海大学付属相模高
校が準優勝、市役所ロビーでパブリックビューイングを開
催

　　２１日

橋本と相模原を結ぶ新たな立体交差「橋本小山ふれあい立
体」が開通

９月１１日

相模原市政令指定都市推進市民協議会が解散　　２２日

「潤水都市　さがみはら」のロゴデザインが決定１０月１日

市民、企業、大学などで構成する、相模原市シティセール
ス推進協議会を設置

　　１日

さがみはら・ふれあいハートポイント事業を開始　　１日

市営相模原駅南口自転車駐車場でレンタサイクルを開始　　１日

市長とワーシンスキー在日米陸軍司令官（当時）が相模総
合補給 廠 の共同使用に関する覚書を交わす

しょう
　　６日
　

県・横浜・川崎・相模原四首長懇談会に初参加　　１３日

ひとり暮らし等高齢者世帯等への訪問（モデル事業）を開始　　２０日

中央区の一部と南区の市立中学校１５校で給食を開始１１月１日

中国 無 
む

 錫 市との友好都市締結２５周年記念式典を開催
しゃく

　　１２日

潤水都市さがみはらフェスタを開催　　２０日・２１日

主 な 出 来 事

さがみはら

　１１月２０日・２１日、政令指定都市移行記
念イベントのグランドフィナーレとして、
潤水都市さがみはらフェスタを開催しま
した。会場には２日間で約２１万人が訪れ、
ラーメンコンテストやステージパフォー
マンスなどで盛り上がりました。

潤水都市さがみはらフェスタを開催

　１１月１日から、中央区の一部と南区
の中学校で給食がスタートしました。
市の栄養士が献立づくりから、食材の
発注まで行い、安全・安心な給食を提
供するとともに、望ましい食習慣の育
成など、食育にも取り組んでいきます。

中学校給食がスタート

　１０月１日、シティセールスコピー「潤水都
市　さがみはら」のロゴデザインが、皆さん
から寄せられた２６１点の中から決定しました。
このロゴデザインとともに相模原の魅力を市
内外に発信していきます。

ロゴデザインが決定

　７月３１日・８月１日、４０事業を対象
に事業仕分けを実施しました。市では
この結果を受け見直しを行い、より効
果的、効率的な市政運営を推進してい
きます。

事業仕分けを実施

　６月、小惑星探査機「はやぶさ」が数々の
トラブルを乗り越え７年ぶりに地球に帰還し、
ＪＡＸＡ相模原キャンパスで「はやぶさ」が
持ち帰ったカプセルの開封と、分析が行われ
ました。また、７月３０日・３１日にはこのカプ
セルを世界に先駆け市立博物館で公開し、全
国から約３万人が訪れました。

「はやぶさ」帰還

　４月２４日・２５日、政令指定都市移行を
祝い、全国から５８の 凧 揚げ愛好団体が集

たこ

まり、凧揚げ大会「風と大地の饗宴」を
開催しました。

風と大地の饗宴

南清掃工場が竣工

　３月１５日、南清掃工場が新しく生まれ変わ
りました。高度な公害防止性と環境保全性、
優れた省エネルギー性を持ち、ごみを適正に
処理するとともに、スラグの生成・再利用な
ど、循環型社会へ寄与する施設になっていま
す。

こ の１年を振り返る

　８月、第９２回全国高等学校野球選手権
大会で東海大学付属相模高校が熱戦を繰
り広げ、準優勝を果たしました。

東海大相模が夏の甲子園準優勝
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さがみはら都市経営ビジョン　アクションプラン（行動計画）

平成１７年度～２１年度の取り組み結果
　市では、「生き生きと輝く、市民と創る新たな都市経営」をめざし、１７年４月に２２年度までの６年間を計画期間とした「さがみ
はら都市経営ビジョン・アクションプラン」を策定し、事業の効率化、成果・顧客・市場主義を盛り込んだ都市経営に取り組んで
きました。この間、津久井郡４町との合併、政令指定都市への移行により、都市としての形態が変わるとともに、「新・相模原市
総合計画」との整合を図る必要があったことなどから見直しを行い、現在、計画期間を２２年度～２４年度とした改定後のアクション
プランに取り組んでいます。
　今回は、１７年度～２１年度の５年間の取り組み結果について、報告します。

○アクションプラン全体の達成状況
取り組み項目の約７５％が目標を達成

　目標を達成した項目のうち、目標を見直し継続して取り組む１０項目、達
成していない１８項目については、改定後のアクションプランにおいて継続
して取り組んでいます。

８５項目アクションプラン全項目
６４項目目標を達成した項目
１８項目目標を達成していない項目
３項目取り組みの方向性を変更した項目

○目標を達成した主な取り組み項目と
　その５年間の改善効果額

５年間の改善効果額主な取り組み項目

２億　 ８９万円公益法人等の経営評価システムの確立と在り方
の見直し

６億６,６８９万円事務事業評価の改善
３億５,９７７万円公立保育所の民営化
３億５,５４５万円指定管理者制度への移行
６億３,４４３万円企業立地の促進
８億５,６９３万円保険税収納率の向上等

○５年間の改善効果額
約７６億円の改善効果
　経済状況が悪化する中、事務事業評
価の改善や公立保育所の民営化など
の経費削減、企業立地の促進や保険税
収納率の向上などの税収増に向け取
り組みを継続し、５年間で右の表のと
おり改善効果がありました。

○数値目標の達成状況
結　果目　標項　目
３２９人削減３２９人削減職員定数の削減
９８．１％９８．５％（２４年度）市税

収納率※１
８６．６％８９．２％（２４年度）国民健康保険税
９７．６％９８．３％（２４年度）保育料
９８．４％９８．５％（２４年度）住宅使用料
７９８億円８００億円以内市債発行額

市債発行の抑制
１３．４％１５％以下公債費負担比率※２

改善効果額年　度
１７億６，８７７万円１７
８億　７２６万円１８
２１億８，１７１万円１９
１０億７，７８５万円２０
１７億５，６４４万円２１
７５億９，２０３万円合　計

※取り組み内容や結果について、詳しくは市ホームページの　市政情報　→　政策・総合計画・財政　→　さがみはら都市経営ビジョン（行政改革）　
をご覧ください。

　　　各区のシンボルマーク・カラー
　市民の皆さんがより３区それぞれに親しみを感じられるよ
う、各区のシンボルマーク・カラーを区ごとに募集します。
決定したマーク・カラーは、将来にわたって広く使用してい
きます。
応募資格　市内在住か在勤・在学の人、市内で活動している

人、「相模原・町田大学地域コンソーシアム」に参加
している大学等の学生

賞・副賞　区ごとに
　　　最優秀作品（１作品）　賞金１０万円（予定）
　　　優 秀 作 品（２作品）　賞金３万円（予定）
選考結果の発表　５月頃
※１区につき応募は１点まで、３区それぞれに応募すること
も可能

※募集期間・内容は区ごとに異なります。詳しくは、１２㌻か
各区ホームページなどをご覧ください。

お問い合わせ

経営監理課

1０４２－７６９－９２４０

お問い合わせ　緑区役所地域政策課　　1０４２－７７５－８８０１
　　　　　　　中央区役所地域政策課　1０４２－７６９－９８０１
　　　　　　　南区役所地域政策課　　1０４２－７４９－２１３５

　市民の皆さんのご意見を取り入れた条例等を策定するため、ご意見をお待ちしています。

①（仮称）市里地里山の保全等の促進に関する条例（案）
　里地里山の保全と活用を図るための条例
提出先　水みどり環境課　1０４２－７６９－８２４２　6０４２－７５３－９４１３
　　　　Ｅメール midori@city.sagamihara.kanagawa.jp

②市屋外広告物条例の改正（案）
　良好な広告景観を形成するため条例を改正
提出先　街づくり支援課　1０４２－７６９－９２５２　6０４２－７５４－８４９０
　　　　Ｅメール machidukuri@city.sagamihara.kanagawa.jp

③新・市支援教育推進プラン（素案）
　計画的で効果的な施策推進や事業展開を図るため、本市支援教育の基本理念や基本方
針等を明らかにする計画
提出先　学校教育課　1０４２－７６９－８２８４　6 ０４２－７５８－９０３６
　　　　Ｅメール edu-sien@city.sagamihara.kanagawa.jp

④市スポーツ振興計画（改定素案）
　スポーツを取り巻く環境の変化を踏まえ、現在の基本目標や具体的な施策例等を見直
し、さらなるスポーツ振興を進めるための計画
提出先　スポーツ課　1０４２－７６９－９２４５　6０４２－７５４－７９９０
　　　　Ｅメール sports@city.sagamihara.kanagawa.jp

⑤第二次市子ども読書活動推進計画（素案）
　子どもの読書活動を推進するため、第一次計画における成果や課題を検証するととも
に、基本方針や具体的な施策と取り組み等を明らかにする計画
提出先　市立図書館（中央区鹿沼台）　1０４２－７５４－３６０４　6０４２－７５４－０７４６ 
　　　　Ｅメール tosyokan@city.sagamihara.kanagawa.jp

⑥さがみはら森林ビジョン（素案）
　市内の森林と市民との新たな関わりについての将来像と、その実現に向けた施策につ
いて定めたビジョン
提出先　津久井経済観光課　1０４２－７８０－１４１６　6０４２－７８４－７４７４
　　　　Ｅメール tsukui-keizai@city.sagamihara.kanagawa.jp

パブリックコメント　ご意見をお寄せください

※１　２０年に同プランの中間見直しを行い、２４年度までの目標を再設定した。
※２　借り入れた地方債の償還と利子の支払いに要した額が一般財源全体に

占める割合。１５％以上が警戒ラインとされる。

条例（案）等の閲覧と概要版の配布場所　各担当課・行政資料コーナー・まちづく
りセンター・出張所・公民館（青根・沢井公民館を除く）・図書館

※市ホームページの　パブリックコメント　でもご覧になれます。
意見の提出　直接か郵送、ファクス、Ｅメールに住所、氏名、電話番号を書いて、１

月１９日（必着）までに、各担当課（①～④〒２５２－５２７７　中央区中央２－１１－１５、
⑤〒２５２－０２３３　中央区鹿沼台２－１３－１、⑥〒２５２－５１７２　緑区中野６３３）へ

ビ
ジ
ョ
ン
君

募集

募集

　　　美術館基本構想検討委員会の委員
　市立美術館の基本構想（基本理念、機能、活動、施設、管
理・運営等）について検討します。
任　期　委嘱の日から２年程度（３月に委嘱予定）
対　象　市内在住の２０歳以上の人（他の審議会等の委員、職

員、議員を除く）＝２人 (選考 )
申し込み　文化振興課、各行政資料コーナー・まちづくりセ

ンター・出張所・公民館（青根・沢井公民館を除く）
にある応募用紙（市ホームページの 市政情報 → 審議
会・情報公開・個人情報 → 審議会等の公募委員の募
集 からダウンロード可）を直接か郵送、ファクス、Ｅメ
ールで１月２１日（必着）までに文化振興課（〒２５２－５２７７ 
中央区中央２－１１－１５　1０４２－７６９－８２０２　6０４２－ 
７５４－７９９０　Ｅメール bunkashinkou@city.sagami 
hara.kanagawa.jp）へ
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　市では、待機児童対策として、家庭での保育を委託す
る事業を始めます。
対　象　市内在住で保育士資格があり、保育を行う場所

が緑区橋本・大沢地区、中央区、南区のいずれか
にある人＝１０人程度（選考）

保育日時　月～土曜日の午前８時～午後６時
委託料　保育する子どもの数（最大３人まで）に応じて支払い
申し込み　保育課（市ホームページの 暮らしの情報 → 子育て → 保育園 

→  家庭的保育者の募集について からダウンロード可）にある申
込書を１月１４日（必着）までに保育課へ　

※保育を補助する人が確保できることなどの条件があります。詳しくは、
市ホームページをご覧になるか、お問い合わせください。

お問い合わせ
保育課　1０４２－７６９－９８１２

　相模大野駅北口ペデストリアンデッキにある大型放映機器「相模大野パ
ブリックインフォメーション」に、長期にわたり広告を掲出する「特定広
告主」を募集します。一定の枠数をあらかじめ契約するため、随時掲出す
る「一般広告主」より安価で放映できます。フラッシュプレーヤーを用い
た上質な表現で、わかりやすく高品位な情報提供が可能です。
機器仕様　５２型液晶画面３台、音声なし
稼働時間　毎日午前７時～午後１０時（１５時間）
広告仕様　フラッシュプレーヤーによる半静止画

か静止画
放映期間　４月１日～平成２４年３月３１日
放映枠数　３画面を同時利用した２０秒広告を１５分

間に１回放映＝１日あたり６０回放映
契約金額　３６万２，８８０円（半期ずつ前納）
※放映するコンテンツの制作費は含まれません。
申し込み　申込書（市ホームページの 産業・ビジネス からダウンロード

可）を１月２０日（必着）までに商業観光課へ
※１か月単位で広告放映する「一般広告主」も随時募集しています。詳し
くはお問い合わせください。

お問い合わせ　商業観光課　1０４２－７６９－９２５５

広告主を募集

　今年で６１回目を迎えた市民文化祭が９月から１１月まで盛大に開催されま
した。審査の結果、展示部門７３人、芸能部門３３人が受賞しました。主な入
賞者（教育委員会賞以上）は次のとおりです（敬称略）。

 展示部門
日本画
　市長賞　林　忠次郎（緑区佐野川）　　議長賞　菅原　薫（南区大野台）
　教育委員会賞　河本 菊江（中央区淵野辺本町）
洋画
　市長賞　宮本 敏夫（緑区中野）　　議長賞　平野 桂子（南区上鶴間）
　教育委員会賞　米倉 博幸（南区若松）
写真
　市長賞　金井 勝利（中央区上溝）　　議長賞　渕上 孝義（中央区田名）
　教育委員会賞　椎橋　正（中央区光が丘）
短歌
　市長賞　歌代 宇多利（中央区清新）
　議長賞　江成 深雪（中央区水郷田名）
　教育委員会賞　児島　英（南区上鶴間）
俳句
　市長賞　野口 マサ子（南区磯部）　　議長賞　福田　博（中央区光が丘）
　教育委員会賞　三木 満喜子（中央区田名）
川柳
　市長賞　長澤 恵子（中央区相生）　　議長賞　関野 春雄（南区相模大野）
　教育委員会賞　堀野 政章（南区大野台）
現代詩
　市長賞　神� 政美（中央区淵野辺）　　議長賞　山本 和子（緑区西橋本）
　教育委員会賞　三橋 良夫（緑区西橋本）

芸能部門
吟剣詩舞大会
　市長賞　末吉 繁幸（南区新磯野） 　議長賞　藤田 キヌエ（中央区相生）
　教育委員会賞　遠藤 昌成（中央区陽光台）
民謡大会
　市長賞　緑川 美好（横浜市保土ヶ谷区）
　議長賞　相川 良雄（中央区上溝）　菅野 ミドリ（中央区田名）
　教育委員会賞　佐藤 二三男（南区東林間）　浜田 久仁子（中央区上溝）

お問い合わせ　文化振興課　1０４２－７６９－８２０２

相模大野パブリック
インフォメーション

市民文化祭の入賞者が決定しました

家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭でででででででででででででででででででででででででででででで児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童をををををををををををををををををををををををををををををを保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育ででででででででででででででででででででででででででででででききききききききききききききききききききききききききききききるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人をををををををををををををををををををををををををををををを募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

市職員を募集

※採用は、原則、平成２３年４月以降です。
※詳しくは、職員課、各区役所総務課・まちづくりセンターなどにある受
験案内（市ホームページの 相模原市、職員募集。 からダウンロード可）
をご覧ください。

申し込み　受験案内に付いている申込書と職務経歴・実績書を郵送で１月
７日（消印有効）までに職員課へ

お問い合わせ　職員課　1０４２－７６９－８２１３

平成２３・２４年度 学校給食用物資納入業者指定申請
　学校給食用物資の納入業者を選定するため、納入業者の指定申請を受け
付けます。

※青果業者の発注にあたっては、市内業者を優先します。ただし、城山・
津久井学校給食センターは緑区内の青果業者に限ります。

対　象　平成２３年１月１日現在、引き続き２年以上その事業を営み、国税・
地方税を完納している業者

資料配布　１月６日～１４日（８日～１０日を除く）に学校保健課で配布しま
す。

申し込み　直接、１月１７日・１８日に学校保健課（1０４２－７６９－８２８３）へ

応募資格募集人数選考区分
昭和２６年４月２日以降に生まれ、医師免許がある人
（精神保健指定医に限る）１人医師

（精神保健福祉）

発注・配送先対象物資区　分

各小学校

小麦粉製品類、缶詰
類、ジャム類、チー
ズ類、油脂類、海藻
類など

各学校給食セ
ンターが担当
する小・中学
校を除く

小学校分

教育委員会から受注し、市
が指定する委託業者に配送

穀類、油脂類、缶詰
類、調味料、肉類、
魚介類、青果物など

中学校分

各学校給食センター各学校給食センター

市民若葉まつりパンフレット等の協賛広告募集
パンフレット
仕　様　Ａ４判４０ページ〈うち広告１８ページ〉（予定）
発行部数　１万６，０００部（予定）
配布場所　各まちづくりセンター・公民館、市民若葉まつり会場など

ステージバック袖パネル
仕　様　高さ２ｍ７０㎝×幅３ｍ６０㎝
募集数　２枚
掲載金額　１枚５０万円

エアアーチ（アーチ支柱部分）
仕　様　高さ２ｍ×幅１ｍ
募集数　２か所
掲載金額　１か所２５万円

※掲載基準など、詳しくはお問い合わせください。
申し込み　協賛広告募集事務局（市印刷広告協同組合内　中央区中央

３－７－５　1０４２－７７６－６１００）、市民まつり実行委員会事務
局（商業観光課内　1０４２－７６９－８２３６）にある申込用紙を３月
２２日までに各事務局へ

掲載金額広告の規格
２万５，０００円１６分の１ページ

４万３，０００円８分の１ページ

８万円４分の１ページ

掲載金額広告の規格
１５万円２分の１ページ

２５万円１ページ

３０万円１ページ（裏表紙）

　あなたも観光親善大使になって、相模原
の魅力をＰＲしてみませんか。
任　期　４月１日～平成２４年３月３１日
賞　金　７万円（他、活動時報酬有り）
募集人数　３人以内（選考）
応募資格　次の全てに該当する人
○市内在住か在勤・在学で、モデル等の
専属契約のない１８歳以上（２３年４月１
日現在）の人

○観光イベントやキャンペーン、メディア等で、ステージ出演、チラシ
配布、雑誌取材、テレビ・ラジオ出演など、観光ＰＲ業務ができる人

○年間１５回程度（土・日曜日、祝日を含む）の活動に参加できる人
○市観光協会ホームページの「観光親善大使のブログ」で活動内容など
の報告を積極的にできる人　

申し込み　商業観光課、各経済観光課・まちづくりセンター・公民館にあ
る応募用紙を１月２０日（必着）までに市観光親善大使事業運営委員
会（商業観光課内）へ

※書類審査通過者への面接（２月１１日予定）で、特技のある人は演技など
　の披露も可

お問い合わせ　コールセンター　1０４２－７７０－７７７７

第４代観光親善大使

第５代観光親善大使を募集
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市の手続き、イベントや
施設のお問い合わせに…

1０４２－７７０－７７７７
6０４２－７７０－７７６６○R

ちょっとおしえてコール相模原
午前８時～午後９時　年中無休
※おかけ間違いにご注意ください。

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始のののののののののののののののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ年末年始のお知らせ

急病のとき
○医科〈２４時間体制〉

　相模原救急医療情報センター　1０４２－７５６－９０００
　診療可能な医療機関〈メディカルセンター（下の地図参照）など〉を案内しますので、メモ
の準備をしてからお問い合わせください。
※医療相談・歯科案内はできません。

○歯科〈午前８時４５分～１１時３０分、午後１時１５分～４時３０分〉

　休日急患歯科診療所　1０４２－７５６－１５０１
※受診前にお問い合わせください。

ねんざ、打撲、脱きゅうなどのとき〈午前９時～午後５時〉
　休日当番柔道整復施療所案内　7０１２０－１９４１９９

子どもの体調のことで判断に迷ったとき〈午後６時～１０時〉
　かながわ小児救急ダイヤル　1０４５－７２２－８０００
　家庭での対処方法や、すぐに医療機関にかかる必要があるかなど、電話で相談できます。

　日本小児科学会「こどもの救急」ホームページ
　市ホームページの 救急・急病 からリンクしています。
　すぐに医療機関にかかる必要があるかなど、判断の目安を案内しています。

　１２月２９日（水）～１月３日（月）　急病・けがで困ったときは
　かかりつけ医などが休診の場合は、次のとおりお問い合わせください。

市役所・その他施設のお休み
　市役所、各区役所・まちづくりセンター　１２月２９日（水）～１月３日（月）
　　この期間の戸籍届け出については、市役所と市南区合同庁舎、各総合事務所で預かります。
　　なお、緑区役所は、午前８時３０分～午後５時に預かります。
　その他の施設　市ホームページの 施設一覧 をご覧になるか、各施設にお問い合わせください。

証明書自動交付機のお休み
　１２月３１日（金）～１月３日（月）
※１２月２９日・３０日の稼動時間は、午前８時３０分～午後５時です。

　ごみ収集などのお休み
　年末年始は収集時間が変わる場合があります。必ず午前８時３０分（夜間収集実施地区はそれぞ
れ決められた時間）までに出してください。また、粗大ごみなどの施設への持ち込みは、年末に
かけて混雑しますので、なるべく早い時期に出してください。

お休みの期間区　分

１２月３１日（金）～１月３日（月）
一般ごみ、資源、容器包装プラの収集

粗大ごみなどの施設への持ち込み

１２月２９日（水）～１月３日（月）

粗大ごみ戸別収集の申し込み
し尿収集の受け付け
浄化槽清掃の受け付け
（橋本・大沢地区、中央区、南区のみ）

お問い合わせ　コールセンター
　1０４２－７７０－７７７７

お願い
○急病の診療は応急的なものです。後日かかりつけ医か近隣の医療機関で医師の診療を必ず
受けましょう。
○受診のときは、必ず健康保険証、各種医療証を持参してください（保険証などがない場合
は自費になります）。

相模原西メディカルセンター

（緑区中野１６８１－１）

大沢 

津久井総合事務所 

国道413号 

津久井 
郷土資料館 

スーパー 

相模原西 
メディカルセンター 
相模原西 
メディカルセンター 

西メディカル 
センター前 
西メディカル 
センター前 

相模原南メディカルセンター

（南区相模大野４－４－１
　グリーンホール相模大野１階）

八王子へ 国道16号 横浜へ 

相模大野高校 相模大野 
立体駐車場 

相模 
女子大学 
相模 
女子大学 

江
ノ
島
へ 

小
田
原
へ 

県
道
町
田 

　
　
　
厚
木
線 

グリーンホール 
相模大野 
グリーンホール 
相模大野 

相
模
大
野
駅 

相模原メディカルセンター
休日急患歯科診療所
（中央区富士見６－１－１
　ウェルネスさがみはら内）

八王子へ 

相模原警察署 相模原警察署 

横浜へ 

市役所 市体育館 

市民会館 
あじさい 
会館 

けやき会館 

ウェルネス 
さがみはら 

中
央
中
学
校 

市民会館 
あじさい 
会館 

けやき会館 

中央 
小学校 
中央 
小学校 

ウェルネス 
さがみはら 

中
央
中
学
校 

相模原駅 横浜線 

国道16号 

　家庭から出るごみの約３分の１が野菜くずなどの生ご
みで、約８０％もの水分を含んでいるため、燃やすために
は余分なエネルギーが必要です。市の助成制度を利用
し、生ごみダイエットをしてみませんか。
対　象　市内在住で５年以内に生ごみ処理容器購入助成

を受けていない人
対象容器　家庭用の２，０００円を超える生ごみ処理容器
　○生ごみ処理容器（コンポスト、密閉式）
　　＝１世帯２台まで
　○電動式生ごみ処理機
　　＝１世帯１台まで
助成額　購入金額（本体価格のみ）の２分の１
　　　　（１００円未満切り捨て、上限＝３万円）
※橋本台・新磯野リサイクルスクエアに見本があります。

お問い合わせ　資源循環推進課　1０４２－７６９－８２４５

はじめよう！
家庭生ごみ減量活動

～生ごみ処理容器購入費助成制度のご利用を～

協働事業提案制度の
運営団体を募集

　協働事業の選考のために行う公開プレゼンテーション
や公開中間ヒアリング、提案団体の支援などを市と協働
で行います。
対　象　市内に事務所がある、特定非営利活動法人か平

成２３年４月１日までに特定非営利活動法人の成立
が見込まれる団体で、一定の要件を満たす団体＝
１団体（選考）

申し込み　市民協働推進課、さがみはら市民活動サポー
トセンターにある募集要項に付いている応募書類
（市ホームページの　市政情報　→　市政への参加・
連携　→　パートナーシップ　からダウンロード可）
を１月３１日（必着）までに市民協働推進課へ

　説明会　
日　時　１２月２０日（月）午前１１時～正午
会　場　けやき会館　※希望団体は直接会場へ

お問い合わせ　市民協働推進課　1０４２－７６９－９２２５

　経済的理由により修学が困難な人に、奨学金を貸与し
ます。
対　象　高等学校、中等教育学校（後期課程）、高等専門

学校、専修学校（高等課程）への修学が困難な市
内在住の平成２３年４月入学予定者か在学者

貸与額　月額９，９００円 (高等専門学校等の新５年生以上
は月額９，６００円）

※奨学金は卒業後に返還していただきます。
申し込み　１月２８日までに、新１年生は在学する中学校、

その他の人は学務課へ

お問い合わせ　各中学校　　　　　　　　
　　　　　　　学務課　1０４２－７６９－８２８２

高校生等に奨学金を貸与

１２月２６日～３１日

歳末火災特別警戒を実施
～住宅用火災警報器は

あなたと家族を守ります！～
　何かと慌ただしい年の瀬は、火の元の点検や後始末が
おろそかになりがちです。また、空気が乾燥して火災が
起こりやすい時季でもあります。 火を使うときや出掛け
る前、就寝前など、日頃から火の用心を心掛け、火災を
発生させないようにしましょう。

住宅防火 いのちを守る ３つの習慣
○寝たばこは、絶対にやめる。
○ストーブは、燃えやすいものから離して使う。
○ガスこんろなどから離れるときは、必ず火を消す。

お問い合わせ　警防・救急課　1０４２－７５１－９１４１
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民生委員は近所の頼れる相談相手です

　市では、今年３月、第２期市地域福祉計画（計画期間：平成２２年度～２６年度）を策
定し、地域福祉の推進に向けた取り組みを進めています。
　社会環境や福祉政策が変化する中、地域社会や市民生活における課題や福祉ニーズ
は多様化・複雑化し、個人や家族、公的な福祉サービスだけでは対応が難しい場合も
あることから、みんなで助けあい、支えあう地域づくりをめざす必要があります。地
域住民の立場に立ってさまざまな相談に応じ、必要な援助などを行う民生委員の地域
で果たす役割も、ますます高まっています。
　今年１２月は３年に一度の民生委員の改選の時期です。今回は、同計画でめざす福祉
のまちづくりと、民生委員の活動を紹介します。

市地域福祉計画の概要

Ｑ　どんな仕事をしているのですか？
Ａ　住民の立場に立って、福祉に関することで悩んでいる市民の相談に応じたり、必

要に応じて支援を行ったりする身近な相談相手です。原則、自治会の区域などを
担当区域として活動しています。また、全ての民生委員は子どもに関わる援助な
どを行う「児童委員」としても活動し、一部の民生委員は児童虐待や子育て支援
を専門的に担当する「主任児童委員」の仕事もしています。市では、地域福祉の
推進に向けた地域での取り組みなどの中心的な役割を担っています。

Ｑ　どんな人がなれるのですか？
Ａ　「社会福祉に対する理解と情熱があり、地域の実情に精通した」人として地域か

ら推薦され、市民生委員推薦会などの審査を経て、厚生労働大臣から委嘱されま
す。身分は非常勤の地方公務員です。

民生委員とは 皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆ささささささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんのののののののののののののののののののの一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始ままままままままままままままままままままるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちのののののののののののののののののののの支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動皆さんの一言から始まる私たちの支援活動
　以前、商店の人から「いつも顔を見せてくれる高齢者の姿を見かけない。心配だ」とい
う話を聞きました。その人の家を訪問すると、かなり衰弱した状態で、救急車を呼び病院
で診てもらったところ、そのまま入院したということがありました。
　地域のどこに困っている人がいるか、全ての情報を私たちが得られるわけではありませ
ん。自治会や老人会など地域の会合に参加し、皆さんの話を聞くようにしていますが、市民
の皆さんからも気になることを、話して欲しいと思っています。その一言から私たちの活
動が始まっていくのです。
　私たちが運営する地域のコミュニティには、お話したい人、悩んでいる人、誰かとの交
流を望んでいる人など、さまざまな人が来ます。こうしたコミュニティが大きくなるほど、
問題を抱えている人を周りの人が気付くことができたり、困っている人がいれば支えよう
という人が出てきたりする、お互いを助けあうことができる地域に近づいていくと思って
います。

お問い合わせ　地域福祉課　1０４２－７６９－９２２２

困ったときは相談してください
 訪問・見守り 

 地域のコミュニティ活動を紹介  課題などをまとめ行政機関等へ相談

●介護保険などの

　福祉サービスを

　使いたい

●家の外で泣い

　ている子ども

　がいる

　　　　　など

●一人暮らしの

　人などの生活

　状況に何か変

　わったことが

　ないか

●青少年の非行

　防止　　など

●今まで近所付き合

　いがない、引っ越

　したばかりなど

　で、地域に親しい

　人がいない

●子育てについて相

　談したり、他の人

　はどう子育てして

　いるか聞いてみた

　い　　　　　など

●地区内の道路

で歩きにくい

箇所や危ない

箇所を調査す

る

●住民から使い

にくい福祉サ

ービスなどが

ないか意見を

もらう

何か変わった

ことがあれば

関係機関に連

絡する

夜間パトロー

ルを実施する

など

Ｑ＆Ａ

相模台地区担当民生委員

原　裕子さん（左）

地域包括支援センターが窓口
になります

各区のこども家庭相談課、
児童相談所に連絡します

高齢者を対象にした「いきいきサロン」や、
「子育てサロン」に参加してみませんか

民生委員

 連絡・連携 

主な
対象

 高齢者 

 障害者 
 子育て中の人 

 経済的に生活に
困っている人 

POST

市など行政機関へ
要望します

Ｑ　相談にお金はかかりますか？
Ａ　相談費用は無料です。民生委員は無報酬のボランティアですが、交通費や通信費

などの活動費相当を自治体が支給しています。

Ｑ　相談した内容は秘密にしてもらえますか？
Ａ　民生委員には、民生委員法により守秘義務が課せられています。相談内容は、関

係のない人はもちろん利害関係がある場合は相談者の家族などにも、話すことは
ありません。

Ｑ　どこで相談できますか？
Ａ　民生委員が自宅を訪問するか、会う場所を事前に決めて相談することができます。

また、電話で相談することもできます。お住まいの地区を担当する民生委員の名
前や電話番号がわからない場合はお問い合わせください。

いきいきサロンなどの開催を通じて
地域住民の交流に手を差し伸べる民
生委員（手前）

　市では、民生委員等との連携や福祉施策の実施により、同計画の基本理念と基本目標の実現をめざして
います。福祉施策の効果をより高めるため、さまざまな機会をとらえ、地域の福祉課題や市民ニーズの把
握に努めるとともに、市社会福祉協議会との連携を強化するなど、地域福祉の推進を図っていきます。

※市地域福祉計画は、地域福祉課か各行政資料コーナーでご覧になれるほか、市ホームページの 暮らしの
情報 →  福祉 からもご覧になれます。

市地域福祉計画の推進に向けて

基本理念と基本目標
　同計画の基本理念の実現に向け、やさしさと思いやり
の心を育み、地域の課題をともに考え、福祉の活動やサ
ービスをより豊かなものとするため、基本目標を掲げ、
取り組みを進めています。

基本理念
わたしたちで支えあう　福祉のまちをめざして

基本目標
１　わたしたちの福祉への理解と意識の向上をめざします
２　わたしたちの参加と連携により福祉コミュニティづ

くりを進めます

３　わたしたちが選びやすく利用しやすい福祉サービス
を充実します

４　わたしたちのネットワークで福祉の力を伸ばします
５　わたしたちが参加しやすい環境づくりに取り組みます

地域での主な取り組み
地区社会福祉協議会・自治会・
民生委員・ボランティアなどの活動

　多様化・複雑化したニーズや課題に対応
するため、解決に直結する支援活動の展開
や、同じ悩みを持つ人との交流ができる場
を設けるなど、「助けあい・支えあう」地
域社会の実現をめざした取り組みを進めて
います。
○通学路での子どもたちの見守り活動

○子育てサロンの開催

○高齢者を対象にしたサロンの開催

○高齢者の見守りネットワーク

○買い物、家事援助、送迎サービスなどの 

提供　　など

地域福祉
　同計画では、「地域福祉とは、住み慣れた家庭
や地域で、誰もが安心していきいきと暮らしてい
くために、福祉サービスなどを利用しながら、地
域での人と人とのつながりを大切にし、支えあい
の関係を築いて、地域全体を明るく元気にしてい
こうという取り組み」と定めています。
　地域福祉の担い手は、市に住んでいる人、働い
ている人など地域住民、自治会、民生委員、企業、
ボランティア、福祉団体、ＮＰＯ、社会福祉施設、
社会福祉協議会、市など地域社会を構成する全て
の市民で、その受け手は全ての地域住民です。

地域の課題
　少子高齢化の進行や都市化の進展、社会環境の
変化などにより、地域社会の課題は多様化・複雑
化してきています。
○高齢者の孤独死

○子育てに悩む親

○老老介護（高齢者が高齢者を介護）

○近所付き合いがなく家族等の状況がわからない

世帯

○介護ヘルパーが来ない日はごみ出しなどが難し

くなる高齢者

○家庭不和など家族関係に問題がある世帯　など

地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉と民民民民民民民民民民生生生生生生生生生生委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員の活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動

※福祉サービスを必要とする人と、福祉事務所や、社
会福祉協議会等との連絡・調整なども行います。
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市立博物館の催し
昼間の星見ちゃおう！ガイドツアー　※希望者は直接会場へ
　天体観測室を公開し、４０㎝大型望遠鏡などの機材を紹介します。晴天のときは昼間の
星を観望します。
日にち　１２月２６日（日）
時　間　午前１０時～１０時４０分、午前１１時～１１時４０分、午後１時～１時４０分
　　　　午後２時～２時４０分、午後３時～３時４０分
定　員　各２０人（先着順）

プラネタリウム・全天周映画 ※希望者は直接会場へ
定　員　各２１０人（先着順）　観覧料　大人５００円、４歳～中学生２００円、６５歳以上の人２５０円

ドキドキ！ワクワク！
ものづくり教室

　牛乳パックと簡単な電子キットで、リモコンカーを作ります。
日　時　１月７日（金）午後１時３０分～４時
会　場　相模大野図書館
対　象　小学校４～６年生＝３０人（申込順）
申し込み　直接か電話で同館（1０４２－７４９－２２４４）へ

障害者スポーツ講座
①フットサル〈全３回〉
日にち　１月９日・３０日、２月１３日の日曜日
対　象　市内在住か在勤・在学の知的障害児・者
定　員　２０人、ボランティア多数（申込順）

②サウンドテーブルテニス〈全３回〉
　専用の卓球台・ラケット、音のでる球を使います。
日にち　１月２２日、２月５日・１９日の土曜日
対　象　市内在住か在勤・在学の身体障害児・者
定　員　１０人、ボランティア１０人（申込順）

　時　間　午前９時３０分～１１時３０分　　会　場　けやき体育館
申し込み　直接か電話、ファクスに住所、氏名、電話番号、講座名

を書いて、①１月５日②１月１５日までにけやき体育館（1 

０４２－７５３－９０３０　6０４２－７６９－１２００）へ

午後３時３０分午後２時３０分午後１時３０分午前１１時上映時間

プラネタリウム
「皆既月食１２．２１」

全天周映画
「HAYABUSA」

－－１２月１７日（金）まで
１２月２１日（火）・２２日（水）

プラネタリウム
「皆既月食１２．２１」

全天周映画
「銀河鉄道の夜」

１２月１８日（土）・１９日（日）

全天周映画
「かいけつゾロ
リ宇宙たんけん
大さくせん」

１２月２３日（祝）～２６日（日）

プラネタリウム
「南十字星と逆さ
まオリオン～南
半球から見た星
空～」

１月４日（火）～１０日（祝）

－－１月１４日（金）

市立博物館　〒２５２－０２２１　中央区高根３－１－１５
1０４２－７５０－８０３０　6０４２－７５０－８０６１　開館時間　午前９時３０分～午後５時
１２月・１月の休館日　月曜日（祝日を除く）、１２月２４日（金）、１２月２８日（火）

～１月３日（月）、１月１１日（火）

さがみはらグリーンプールの催し
クリスマス会
　サンタクロースと一緒に写真を撮ろう。
時　間　午前１０時～午後３時

アート体験
　リース作りや折り紙などを行います。
時　間　午前１１時～午後２時
※希望者は直接会場へ

お問い合わせ　さがみはらグリーンプール　1０４２－７５８－３１５１

１２月２３日（祝）

東林ふれあいセンターの教室
シルバーダンス〈全８回〉
日　時　１月２２日～３月１２日の毎週土曜日午前９時３０分～正午
対　象　６０歳以上の人＝５０人（申込順）
費　用　２，５００円

書道〈全１０回〉
日　時　１月２２日～３月２６日の毎週土曜日午後１時３０分～３時３０分
対　象　小学生以上の人＝２０人（申込順）
費　用　４，０００円（中学生以下の人２，０００円）

ソフトエアロビクス〈全１０回〉
日　時　１月２３日～３月２７日の毎週日曜日午後１時３０分～３時
対　象　１８歳以上の人＝３０人（申込順）
費　用　５，０００円

プロ棋士による将棋〈全５回〉
日　時　２月６日～３月６日の毎週日曜日午前９時３０分～１１時３０分
対　象　小学生以上の級位者＝３０人（申込順）
費　用　３，０００円

申し込み　直接か電話で同センター（1０４２－７４５－７６６０）へ

冬季ポニー教室〈全５回〉
　ポニー乗馬や、エサあげなどを体験します。
日にち　２月６日～２７日の毎週日曜日、 

　２月１１日（祝）
時　間　午前９時４０分～正午
会　場　相模原麻溝公園ふれあい動物広場
対　象　市内在住の小・中学生（保護者同伴）
定　員　２０人（抽選）
申し込み　往復はがきに住所、氏名（ふりがな）、学年、性別、電話番号、

保護者名、「冬季ポニー教室」と書いて、１月２４日（必着）までに
同広場（〒２５２－０３２８　南区麻溝台２３１７－１　1０４２－７７８－３９００）へ

申し込み　津久井生涯学習センターにある申込書か、電話、はがきに住所、
氏名、年齢、電話番号、講座名を書いて、１２月２６日（必着）までに
同センターへ

津久井ふるさと談義 道志川を語る〈全２回〉
　道志川の水と魚についての講義とフリーディスカッションを行います。
日　時　１月２９日（土）、２月１９日（土）午後１時３０分　定　員　３０人（申込順）
申し込み　電話で津久井生涯学習センターへ

会　場　津久井生涯学習センター　1０４２－７８４－２４００
〒２５２－０１５９　緑区三ヶ木４１４　　　

費　用定　員
（抽選）時　間日にち講座名

１，５００円
各１５人

午後１時３０分
　～３時３０分

１月１５日・２９日
２月１２日・２６日
３月１２日の土曜日

書道
〈全５回〉

３，０００円午前１０時
　～正午

２月４日・１８日、３月
４日・１８日の金曜日

ヨガ
〈全４回〉

グリーンカレッジつくい冬期講座

勝坂を学ぼう！
「勝坂遺跡と大地の成り立ち」

　地形地質のお話と、勝坂遺跡周辺の地学探訪を行います。
日　時　１月１６日（日）午後２時～４時
会　場　史跡勝坂遺跡公園
定　員　３０人（申込順）
申し込み　電話で文化財保護課（1０４２－７６９－８３７１）へ

発見しよう！
まちの中の小さな自然

日　時　１月１２日（水）午前９時３０分～１１時３０分〈荒天中止〉
会　場　環境情報センター　
※希望者は、ルーペなど観察に必要な道具（貸し出し可）を持
って直接会場へ

お問い合わせ　環境情報センター　1０４２－７６９－９２４８

※１月１２日（水）・１３日（木）は保守点検のため休映します。

はじめてのデッサン教室〈全３回〉
日　時　１月１２日～２６日の毎週水曜日午後６時３０分～８時３０分
会　場　サン・エールさがみはら
定　員　１０人（抽選）　　費　用　 ３，０００円
申し込み　往復はがきに住所、氏名、電話番号、「はじめてのデッサン教

室」と書いて、１２月２４日（必着）までに同所（〒２５２－０１３１　緑区西
橋本５－４－２０　1０４２－７７５－５６６５）へ
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日帰りスキースクール
日にち　２月１３日（日）
集　合　午前５時＝市南区合同庁舎

午前５時１５分＝市役所
会　場　サンメドウズ清里スキー場（山梨県）
定　員　４０人（抽選）
費　用　講習あり＝９，５００円（小学生以下６，５００円）

講習なし＝７，５００円（小学生以下６，５００円）
※板・靴・ウエアのレンタル代は別途必要
申し込み　はがきに住所、氏名、生年月日、性

別、電話番号、集合場所、レンタル希望
者は身長、靴・服のサイズ、講習の有無
を書いて、１月２１日（必着）までに市体
育協会へ

グリーンカップバレーボール大会
日にち　２月１９日（土）　　会　場　総合体育館
対　象　原則小学校区で構成されたチーム（家

庭婦人）
費　用　市バレーボール協会登録チーム３，０００

円、未登録チーム５，０００円
申し込み　市体育協会にある申込用紙（市体育

協会ホームページからダウンロード可）
と費用を１月２０日（必着）までに市バレ
ーボール協会事務局へ

寒中水泳大会
日　時　１月１日（祝）正午～午後１時３０分
会　場　相模川高田橋（下流）付近
定　員　２００人（先着順）
※希望者は、水着と履物を持って直接会場へ

スポーツチャンバラ新春講習会

対　象　４歳以上の人　※希望者は直接会場へ

民踊踊り初め
日　時　１月１０日（祝）午後１時３０分～３時３０分
会　場　あじさい会館
費　用　５００円　※希望者は直接会場へ

市体育協会　1０４２－７５１－５５５２
〒２５２－０２３６　中央区富士見６－６－２３
けやき会館内
HP http://www.jade.dti.ne.jp/̃ taikyo/

ヨーガ教室〈全７回〉
定　員対　象時　間日にち

各２５人
（抽選）

１５歳以上の人
（中学生を除く）

午前９時３０分～１０時３０分１月１９日～３月２日の
毎週水曜日 午前１１時～正午

会　場　北総合体育館　　費　用　各３，０００円
申し込み　往復はがきに住所、氏名、年齢、電話番号、希望時間を書いて、

１月４日（必着）までに同館（〒２５２－０１３４　緑区下九沢２３６８－１ 
1０４２－７６３－７７１１）へ

相模原麻溝公園競技場の催し・教室
初日の出を見よう！ メインスタンドを開放します。
時　間　午前６時～７時３０分
※希望者は直接会場へ

①キッズスポーツ
日　時　１月６日～３月３１日の毎週木曜日午後４時～５時
対　象　小学校１～３年生＝各日２０人（申込順）　　費　用　各３００円

②サッカー
日　時　１月１０日～３月２８日の毎週月曜日午後４時～５時
対　象　小学校１～３年生＝各日２０人（申込順）
費　用　各３００円

③運動不足解消プログラム〈全１０回〉
日にち　１月１４日～３月２５日（２月１１日を除く）の毎週金曜日
時　間　午後１時３０分～２時３０分
対　象　１８歳以上の人＝２０人（申込順）　　費　用　５，０００円

④シェイプアップ〈全１０回〉
日にち　１月１４日～３月２５日（２月１１日を除く）の毎週金曜日
時　間　午後３時３０分～４時３０分
対　象　１８歳以上の人＝２０人（申込順）　　費　用　５，０００円

⑤ストレッチポール体験
日にち　１月１７日（月）、２月２１日（月）、３月３日（木）・２２日（火）
時　間　午後１時３０分～２時３０分
対　象　１８歳以上の人＝各日２０人（申込順）
費　用　各５００円

⑥シェイプアップヨガ〈全８回〉
日　時　１月２０日～３月１０日の毎週木曜日午前１１時～正午
対　象　１８歳以上の人＝２０人（申込順）　　費　用　５，０００円

⑦お手軽ヨガ〈全８回〉
日にち　１月２１日～３月１８日（２月１１日を除く）の毎週金曜日
時　間　午前１１時～正午
対　象　１８歳以上の人＝２０人（申込順）　　費　用　５，０００円

⑧元気なシニア健康体操〈全８回〉
日　時　１月２４日～３月１４日の毎週月曜日午前１０時３０分～１１時４５分
対　象　６０歳以上の人＝２０人（申込順）
費　用　２，４００円
※内容について詳しくは、お問い合わせください。

申し込み　①②はファクスかＥメール、③～⑧は電話か、ファクス、
Ｅメールに住所、氏名、年齢、性別、電話番号、教室名を書い
て、同競技場（1０４２－７７７－６０８８　6０４２－７７７－０１６１　Ｅメ
ール asamizo-stadium@dream.jp）へ

フットサル大会
日　時　１月１６日（日）午前９時～午後５時
会　場　総合体育館
対　象　市内在住か在学の小学校５年生を中心に編成したチーム
定　員　２４チーム（抽選）　　費　用　３，０００円
申し込み　同館にある申込用紙（市都市整備公社のホームページからダウ

ンロード可）を、１２月２７日までに同館（1０４２－７４８－１７８１）へ

市体育協会からのお知らせ

費　用　各５００円（貸し靴は別途２００円）　　
※希望者は直接会場へ

いきいき健康体操〈全１０回〉
日　時　１月１３日～３月１７日の毎週木曜日午前１０時～１１時３０分
対　象　１８歳以上の人＝２０人（抽選）　　費　用　４，５００円
申し込み　往復はがきに住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、「い

きいき健康体操教室」と書いて、１２月２９日（必着）までに同所へ

簡単ネイルアート
日　時　１月１４日（金）午後７時～９時
対　象　１８歳以上の人＝２０人（抽選）　　費　用　２，０００円
申し込み　往復はがきに住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、「簡

単ネイルアート教室」と書いて、１２月２２日（必着）までに同所へ

カーリング〈全２回〉

対　象　中学生以上の人＝各５０人（申込順）
※１８歳未満の人は保護者同伴か送迎、または参加同意書が必要
費　用　各２，０００円
申し込み　直接か電話で、各申込期間に同所へ

銀河アリーナの教室
幼児スケート〈全４回〉
日　時　１月８日～２９日の毎週土曜日午前９時～１０時３０分
対　象　４歳以上の未就学児＝２０人（抽選）
費　用　  ３，０００円（貸し靴は別途２００円）
申し込み　往復はがきに住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、「幼

児スケート教室」と書いて、１２月２２日（必着）までに同所へ

早朝スケート
日　時　１月９日～２月２７日の毎週日曜日午前６時３０分～８時３０分
対　象　４歳以上の人
費　用　各５００円〈貸し靴は別途４００円（中学生以下の人２００円）〉
※希望者は直接会場へ

ジュニアスケート

お問い合わせ　銀河アリーナ　1０４２－７７６－５３１１
　　　　　　　〒２５２－０２２９　中央区弥栄３－１－６

申込期間時　間日にちコース
１月１日～１９日午後８時３０分

　～１０時４５分
２０日（木）・２１日（金）１月

２月１日～１６日１７日（木）・１８日（金）２月

対　象時　間日にち内　容

５歳～
中学生

午後６時３０分
　～８時１５分

１月６日～２月２４日の毎週木曜日スピードスケート・
フィギュアスケート

１月１１日～２月２２日の毎週火曜日アイスホッケー

会　場日　時
総合体育館１月７日（金）午後７時～８時３０分
北総合体育館１月８日（土）午前１０時～１１時４５分

１月１日（祝）
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市　役　所　1０４２－７５４－１１１１（代）情報 あ ら かると・ ・

建物を取り壊したときは連絡を

　今年中に取り壊した建物には、
平成２３年度から固定資産税・都市
計画税が課税されません。また
「事務所や店舗から住宅へ」など
建物の利用状況に変更があったと
きは、課税内容が変更になる場合
があります。
問資産税課

①法律②社会保険労務士③税務

相談のお休み

中央区役所市民相談室
日①１２月２８日（火）・１月４日（火）　
　②１月５日（水）
問同相談室（1０４２－７６９－８２３０）
緑区役所市民相談室
日①１月５日（水）
問同相談室（1０４２－７７５－１７７３）
南区役所市民相談室
日③１２月２７日（月）
問同相談室（1０４２－７４９－２１７１）

弁護士による

交通事故相談

　毎月第２月曜日（１月１０日を除
く）に加えて相談を実施
日①１２月２７日（月）
　②１月１７日（月）
時午後１時３０分～４時
会中央区役所市民相談室
定各５人（申込順）
申電話で①１２月２２日②１月１２日か
ら同相談室（1０４２－７６９－８２３０）へ

平成２１年度

「一般廃棄物処理基本計画」の

取り組み状況

　２１年３月に策定した同計画の取
り組み状況を公表します。
　詳しくは各行政資料コーナー・
まちづくりセンター・公民館で閲
覧するか、市ホームページの 暮
らしの情報 → リサイクルとごみ
 → 計画・統計など をご覧くだ
さい。
問廃棄物政策課

チャリティーカレンダーを販売

　企業等から提供されたカレンダ
ーを販売し、子どもたちの教育支
援に役立てます。
日１２月２５日（土）～１月１５日（土）
費１００円
※販売場所など詳しくは、相模原
商工会議所ホームページをご覧に
なるか、お問い合わせください。
問同所（1０４２－７５３－８１３５）

陣馬街道の車両通行止め

　斜面崩落防止工事のため、次の
とおり車両通行止めになります。
工事箇所　八王子市上恩方町地内
通行止区間　和田峠頂上ゲート～
陣馬高原下バス停先ゲート
通行止期間　１月中旬～３月下旬
（日曜日、祝日を除く）の午前８
時～午後５時
※歩行者は終日通行可能
問東京都南多摩西部建設事務所
（1０４２－６４３－２６７３）

年末ジャンボ宝くじ

１２月２４日まで販売

　市内で購入された宝くじの収益
金の一部は、本市のさまざまな事
業の財源に役立てられます。ぜひ、
市内の宝くじ売場でお買い求めく
ださい。
問財務課

市役所、各総合事務所等の

非常勤職員（事務補助）

　データ入力、文書整理、窓口・
電話対応など
登録期間　２月中旬～平成２４年３
月
勤務　月～金曜日で市が指定する
日、午前９時１５分～午後３時３０分
か午前９時４５分～午後４時の１日
５時間３０分（勤務のない月もあり）
賃金　時給８２０円
対市内在住でパソコン操作ができ
る人＝８０人程度（選考）
申往復はがきの往信面に自分の住
所・氏名・電話番号・「非常勤職
員登録面接申し込み」、返信面に
自分の住所・氏名を書いて、１２月
２４日（消印有効）までに職員課
（〒２５２－５２７７　中央区中央２－
１１－１５　1０４２－７６９－８２１３）へ
面接日　１月２９日（土）
面接会場　けやき会館
※面接時間は返信はがきで１月１５
日までにお知らせします。

図書館利用相談員

　窓口業務や資料整理など
勤務　４月～平成２４年３月の週５
日（土・日曜日、祝日を含む）、
午前８時３０分～午後８時のうち７
時間の交代制
勤務場所　市立図書館（中央区鹿
沼台）、相武台分館
報酬　月額２０万５，４００円
対市内在住で司書（補）か司書教
諭の資格がある人＝７人程度
申各図書館にある申込書（図書館
ホームページからダウンロード可）
と必要書類を１２月２６日まで（２０日
を除く）に市立図書館（1０４２－
７５４－３６０４）へ

小原宿本陣の非常勤職員

　施設管理や受付、案内など
勤務　４月から月３日程度、午前
９時１５分～午後４時１５分
賃金　時給８１８円
定６人
申直接か郵送で履歴書（写真貼付）
を１２月２４日までに生涯学習課相模
湖教育班（〒２５２－５１６２　緑区与
瀬８９６　1０４２－６８４－３２５７）へ

相武台地域包括支援センターの職員

勤務　正規職員は週５日（土曜日、
祝日を含む）で午前８時３０分～午
後５時、非常勤職員は週３０時間
対看護師か保健師の資格がある人
定１人
申電話連絡の上、履歴書（写真貼
付）と資格証を持って同センター
（1０４２－７４５－２６４４）へ

自立支援医療（精神通院）の

診療報酬明細書点検嘱託員

勤務　月１０日程度で午前９時４５分
～午後４時３０分
報酬　日額８，８００円
対医療事務技能審査試験等に合格
した人
定若干名
申直接か郵送で履歴書を１２月２７日
（消印有効）までに精神保健福祉
課（〒２５２－５２７７　中央区中央２
－１１－１５　1０４２－７６９－９８１３）へ

市立小・中学校の

歯科健康診断記録員

勤務　４月～６月の指定する日
賃金　時給１，０００円
定若干名
申電話で各面接日の前日までに学
校保健課（1０４２－７６９－８２８３）へ
※１月２８日（金）＝市南区合同庁
舎、３１日（月）＝市役所会議室棟
で、午前１０時～正午に面接あり

市体育協会の①正規職員

②嘱託職員③臨時職員

　スポーツ事業の企画運営、事務
全般など
対①のみ昭和５５年４月２日～平成
５年４月１日に生まれた人
定若干名
申市体育協会にある申込書（同協
会ホームページからダウンロード
可）を１２月２６日（２０日、２３日を除
く）までに同協会（1０４２－７５１－
５５５２）へ
※賃金・報酬など詳しくは、同協
会のホームページをご覧になるか、
お問い合わせください。

さがみはら 国  際  交  流 ラウンジの
こく さい こう りゅう

スタッフ

 窓  口 や 電  話 の 応  対 、 一  般  事  務 など
まど ぐち でん わ おう たい いっ ぱん じ む

 勤  務 　
きん む

 原  則  週 １ 回 
げん そく しゅう かい

定９～１２ 人 
にん

コーディネート 業  務 
ぎょう む

 勤  務 
きん む

　 原  則  週 ２ 回 
げん そく しゅう かい

定２ 人  程  度 
り てい ど

パソコン 業  務 
ぎょう む

 勤  務 
きん む

　 原  則  週 １ 回 
げん そく しゅう かい

定１～２ 人  程  度 
り てい ど

 通  訳 ・ 翻  訳  業  務 
つう やく ほん やく ぎょう む

　 募 
ぼ

 集 
しゅう

 言  語 や 勤  務 など 詳 しくは、
げん ご きん む くわ

 募 
ぼ

 集 
しゅう

 要  項 をご 覧 ください。
よう こう らん

定 各  言  語 １ 人  程  度 
かく げん ご り てい ど

　　　　　◇　　　◇
 賃  金 　
ちん ぎん

 時 
じ

 給 
きゅう

８２０ 円 
えん

 期 間
き かん

   　４ 月 ～ 平  成 ２４ 年 ３ 月 
がつ へい せい ねん がつ

申 市  国  際  化  推  進  委  員  会  事  務 
し こく さい か すい しん い いん かい じ む

 局 （
きょく

 渉  
しょう

 外  課  内 ）、 同 ラウンジ、 各  公  民  館 
がい か ない どう かく こう みん かん

にある 募 
ぼ

 集 
しゅう

 要  項 に 付 いている
よう こう つ

 応 
おう

 募  
ぼ

 用 紙
よう

   
し

を１ 月 １１ 日 までに 同 ラウンジ
がつ にち どう

（1０４２－７５０－４１５０）か 同 
どう

 事  務 
じ む

 局 
きょく

（1０４２－７６９－８２０７）へ

サン・エールさがみはら

「土曜コンサート」の出演者

対スタンダード曲を中心に１０曲以
上演奏できる勤労者団体
申サン・エールさがみはらにある
申込書（同所ホームページからダ
ウンロード可）とデモテープを、
１月１５日までに同所（1０４２－７７５
－５６６５）へ

市民若葉まつりの参加団体

　活動発表や作品展、ステージ発
表、パレードなど
日時５月１４日（土）午後１時～５時
１５日（日）午前１０時～午後５時
会市役所さくら通り他
対市内各種団体（個人、営利目的、
物販のみの参加等は不可）
※参加条件など詳しくは、実施要
項をご覧になるか、お問い合わせ
ください。
申商業観光課、城山・津久井・相
模湖・藤野経済観光課にある実施
要項に付いている申込書を１２月２４
日までに各課へ
問同実行委員会事務局（商業観光
課内　1０４２－７６９－８２３６）

写真で相模原を記録しよう

　市民若葉まつりで展示する市内
の自然や町並みなどを写した作品
対平成２２年中に撮影したカラー・
白黒でキャビネ版か２Ｌ版
※応募は１人１０点まで。額入り不可
申直接か郵送で、作品の裏に住所、
氏名、電話番号、題名、撮影年月
日・場所、コメントを書いた紙を
貼り、１月２９日までに、写真で相
模原を記録する会の石井  篁 さん

たかむら　

（〒２５２－０２０２　中央区淵野辺本町 
２－２－１８　1０４２－７５３－２７６９）へ

視聴覚ライブラリーの催し

相模原なつかし映画館
　「 獅  子  舞 復活」（昭和４９年度制

し し まい

作）、「相模原の祭礼行事」（昭
和６３年度制作）他
日時１月７日（金）午後２時～４時
お楽しみ時代劇鑑賞会
　風間杜夫主演「銭形平次」第８
話「人情、 雛 祭り」

ひな

日１月８日（土）
時午前１０時３０分～１１時１５分
子ども映画会
　「じごくのそうべえ」、「長ぐつ
をはいた猫」他
日１月８日（土）
時午後２時～３時３０分
※幼児は保護者同伴
　　　　　◇　　　◇
会市立図書館（中央区鹿沼台）
対市内在住か在勤・在学の人
定各１８０人（先着順）
※希望者は直接会場へ
問同ライブラリー（1０４２－７５３－
２４０１）

クリスマス・ゴスペル・ライブ２０１０

日１２月２５日（土）
時午後４時４０分～６時
会相模大野駅北口コリドー通り・
ペデストリアンデッキ
問商業観光課

県立相模原公園の

マンスリーコンサート

　ボーカルアンサンブルコンサート
日１２月１９日（日）
時午後１時３０分～３時
会 問同公園サカタのタネグリーン
ハウス（1０４２－７７８－６８１６）

お知らせ 

募　　集 

イベント 
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日時＝日時　　日＝日にち　　時＝時間　　会＝会場　　講＝講師　　　対＝対象　　費＝費用（記載のない場合は無料）　　定＝定員（指定のないものは選考）
申＝申し込み（期限で指定のないものは、必着）　　問＝お問い合わせ　　1＝電話　　5＝ファクス　　Ｅ＝Ｅメール　　HP＝ホームページ凡　例　

広報事業の財源とするため、広告を掲載しています。広告掲載の申し込みは広聴広報課（1０４２－７６９－８２００）へ。掲載した広告のお問い合わせは各広告主へ。

（敬称略）読者のひろばソレイユさがみの催し

相模原市の男女共同参画 ｢年次報
告書 ｣の学習会
日時１月７日（金）午後２時～３時３０分
定 ２０人（申込順）
であいのサロン
　自分らしい生き方をみつける場
日時１月１０日（祝）午前１０時～正午
定 ３０人（申込順）
「わたし流発見！仕事と育児の両
立のコツ」〈全３回〉
　「働く」計画づくりなど
日時１月１３日・２０日、２月３日の木
曜日午前９時３０分～正午
対女性＝１５人（申込順）
※１歳以上の保育あり（要予約）
子育ておしゃべりサロン
　自分らしい子育てをみつける場
日１月１７日（月）
時午前１０時３０分～１１時３０分
対１歳未満の初めての子とその保
護者＝１０組（申込順）
講演会「宇宙から山へ　プロクラ
イマーから学ぶチャレンジ精神」
　挑戦することの大切さについて
日時１月２２日（土）午後２時～４時
講尾川智子さん（プロフリークラ
イマー）
定１００人（申込順）
「大学生といっしょに世界のコマ
を作って遊ぼう！」
日時１月２９日（土）午前１０時～正午
対小学生＝２０人（申込順）
※保護者の参加も可
女性のための初級パソコン教室「ワ
ード・エクセルコース」〈全２回〉
日１月３０日、２月６日の日曜日
時午前９時３０分～午後３時３０分
定 ２０人（申込順）
費 ４，０００円（テキスト代含む）
　　　　　◇　　　◇
申直接か電話、ファクスに氏名、
電話番号、催し名を書いて、同所
（緑区橋本６－２－１　1０４２－
７７５－１７７５　6０４２－７７５－１７７６）へ
※未就学児（２歳以上）の保育あ
り（要予約）

文化財保護ポスター展

　市内中学生の作品全１４４点を展示
あじさい会館
日１月２８日（金）～３０日（日）
時午前１０時～午後５時（２８日は正
午から、３０日は午後４時まで）

津久井中央公民館
日時２月１９日（土）正午～午後５時
２０日（日）午前１０時～午後４時
　　　　　◇　　　◇
問文化財保護課

相模川ふれあい科学館の催し

１２月２１日～１月１０日は

休まず開館

新しいなかまがやって来た！
　世界的希少種の「アジアアロワ
ナ」を展示
時午前９時３０分～午後４時３０分
費 ３００円（小・中学生１００円、６５歳
以上の人１５０円）
問同館（1０４２－７６２－２１１０）

保護者向け不登校対応セミナー

　同じ悩みを持つ人たちと話し合
います。
日時１月１９日（水）午後２時～４時
会青少年相談センター
対不登校や登校しぶりのある児
童・生徒の保護者＝３０人（申込順）
申電話で同センター（1０４２－７６９
－８２８５）へ

水谷修氏（夜回り先生）講演会

　テーマは「君たちの明日のため
に今日がある」～相模原市の未来
を担う子どもたちのために～
日時１月９日（日）午後２時１５分
会市民会館　　定４００人（先着順）
※当日午後１時から１人１枚入場
券を配布
問宅建協会相模北支部（1０４２－
７５５－２３９８）

危険物取扱者試験と

受験準備講習会、保安講習会

危険物取扱者試験
日２月２０日（日）
会神奈川大学
申願書を１月１１日（消印有効）ま
でに消防試験研究センター神奈川
県支部（1０４５－６３３－５０５１）へ
受験準備講習会
日２月８日（火）
時午前９時３０分～午後５時
会消防指令センター
対乙種第４類の危険物取扱者試験
の受験者＝１００人（申込順）

費 ９，０００円（テキスト代含む）
申申込書と受講料を、市防災協会
（1０４２－７５３－９９７１）か津久井消
防署（1０４２－６８５－０１１９）へ
保安講習会
日２月２２日（火）
会産業会館
対危険物取扱者免状があり、危険
物施設で危険物取扱作業に従事し
ている人＝第１種（給油取扱所）、
第３種（一般）各２２０人（申込順）
費 ４，７００円
申申込書を県危険物安全協会連
合会（1０４６－８２６－２１７７）へ
※願書や講習会の申込書は予防課、
各消防署・分署にあります。

市民公開講座

「地域に根ざす傾聴活動」

　地域活動や日常に生かす聞き方、
コミュニケーションについて
日１月２９日（土）
時午前９時４５分～１１時３０分
会智泉会はあとぴあ（中央区清新）
定 ６０人（抽選）
費 ５００円（資料代他）
申はがきに住所、氏名、電話番号
を書いて、１月２０日までに傾聴ボ
ランティアの会相模原（〒２５２－
０２３６　中央区富士見６－１－２０ 
あじさい会館ボランティアセンタ
ー内）へ
問同会の瀧川さん（1０９０－８０８０－
４０６３）

パソコン研修１月コース

　パソコン無料体験（９０分）、パ
ソコン入門、ワード（文書作成）・
エクセル（表計算等）各基礎、電子
メール、ホームページ作成など
会産業会館
定各１０～１５人（申込順）
費３時間コース４，０００円から
申電話かインターネットで同館
（1０４２－７５３－８１３３　ＨＰhttp:// 
www.sankai０６.jp/）へ

講演・講座 

　　　　　　　費用の記載がない場合は
　　　　　　　無料です。　　　　　
▼光明学園相模原高校「和太鼓部発
表会」　１２月２３日（祝）午後１時３０
分～４時３０分、市民会館、定員１，２００
人　�問 緒方（1０４２－７７８－３３３３）
▼迎春小品盆栽展　各日先着１００人
に手作りの小鉢をプレゼント。１月
１４日（金）～１６日（日）午前１０時～
午後５時（１４日は正午から、１６日は
午後３時３０分まで）、相模原市民ギ
ャラリー　�問 多田（1０４２－７４３－ 
５８５９）
　　　　　　会費などは個別にお問い　
　　　　　　合わせください。
▼子どもミュージカル　毎週土曜日
午前１０時、大和市内の公共施設。対
象は小学生～高校生　�問 木谷（1０８０
－５４８３－６１０５）
▼社交ダンス　毎週水曜日午後７時
３０分、総合学習センター。初心者歓
迎　�問 小島（1０８０－１１９４－６９１８）
▼社交ダンス　毎週月曜日午前９時、
総合学習センター他。初心者・女性
歓迎　�問 志田（1０４２－７５９－２４０７）
▼社交ダンス　毎週土曜日午後７時、
共和中学校体育館　�問 大橋（1０８０－
３４０９－１１７５）
▼レクリエーションダンス　月３回
月曜日午前か午後、相模台公民館　
�問  本  佛 （1０４２－７４４－２７１７）

ほん ぶつ

▼ダンス　月３・４回火曜日午後１
時と３時、東林ふれあいセンター　
�問 谷岡（1０４６－２５７－０６２７）
▼吹奏楽　毎週日曜日午後６時、大
野中公民館。対象は吹奏楽・オーケ
ストラ経験者　�問 松浦（1０４２－８１５
－３５７７）
▼英会話　週１回土曜日か日曜日午
後１時、大野北公民館他。対象は中
級者～上級者　�問 江畠（1０４２－
７４１－８４８０）
▼英会話　月２回金曜日他午後７時、
相原公民館。対象は初級者　�問 堀川
（1０４２－７７３－０３２９）

仲 間

催 し

応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募はははははははははははははははははははははははははははははははははは発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日のののののののののののののののののののののののののののののののののの３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前ままままままままままままままままままままままままままままままままままでででででででででででででででででででででででででででででででででで
　掲載を希望する場合は住所、氏名（ふり
がな）、電話番号、掲載希望号、「読者の
ひろば」と書いて、原稿を郵送かファクス
で広聴広報課（〒２５２－５２７７　中央区中央２
－１１－１５　6０４２－７５３－７８３１）へ。市ホー
ムページの 電子申請 からも申し込めます。
　催しは過去６か月以内、仲間は過去１年
以内に掲載された団体は応募できません。
掲載は抽選（仲間は希望号と次号の２回）。
不掲載の連絡、原稿の返却はしません。

固定資産税・都市計画税　第４期
国民健康保険税　第７期

納期限　１２月２７日（月）

コンビニエンスストア
でも納付できます　　

納税は便利な口座振替で
申金融機関の窓口へ
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No.０００９ 発行／相模原市　　編集／中央区役所総務課 

1０４２－７６９－９８０２ 

人　口 人 ２６５,７０３ 

１１１,７３０ 世帯数 世帯 

区の人口・世帯 

男 １３５,５８４/ 女 １３０,１１９ 

 

 

平成２２年９月１日現在 
現在、国勢調査結果集計中のため、９月１日現在になっています。 

■募集作品　中央区のイメージに最もふさわしいと思う色（濃淡で表さないカラー単色）
を着色したシンボルマーク１点
○自作・未発表で、第三者が所有・管理する著作権や商標などを侵害しない作品
○カラーのみの応募はできません。

■応募資格　市内在住か在勤・在学の人、市内で活動している人、「相模原・町田大学
地域コンソーシアム」に参加している大学等の学生

■賞・副賞　最優秀作品（１作品）　賞金１０万円　　優秀作品（２作品）　賞金３万円
※賞金の額などについては、予算の議決を経て正式決定します。

■発　表　５月頃発表する予定です。

※応募にあたっての注意事項など、詳しくは中央区ホームページか、中央区役所地域政
策課、各まちづくりセンター・公民館などにある募集案内（応募用紙）をご覧ください。

　区民の皆さんに、中央区をもっと身近に感じ親しみをもっていただくため、中央区の特色や
個性をイメージした「中央区のシンボルマーク・カラー」を募集します。
　シンボルマークに使用する色を中央区のカラーとし、決定したシンボルマーク・カラーは、
広報紙やホームページをはじめ、将来にわたって広く使用していきます。

「戸締まり用心、火の用心！」。寒い夜に火災予

防を呼び掛ける声が聞こえてくると、今年も終わり

が近づいてきた実感が湧いてきます。毎年、消防団

や自治会の人たちが巡回して、私たちのまちを見守

ります。

『「消したかな」 あなたを守る 合言葉』（※）

をスローガンに、一人ひとりが注意して、火災を起

こさず笑顔で明るい新年を迎えましょう！

※平成２２年度全国統一防火標語

住宅防火いのちを守る３つの習慣  ４つの対策

　「皆さん、火の元は大丈夫です
か！？」年末は、クリスマスやお
正月のごちそう作りで台所に立つ
機会が増えると思います。ガスこんろの消し忘
れなどに十分注意して、火災を防ぎましょう。
　消防団では、男女を問わず団員を募集してい
ます。皆さんも、ぜひ消防団活動に一緒に参加
してみませんか。

お問い合わせ　消防総務課　1０４２－７５１－９１１６

相模原消防団　女性部部長

 西  海 　 幸 枝   さん
にし うみ ゆき え

火の用心 火の用心 火の用心 「消したかな」  あなたを守る  合言葉

●１ 寝たばこは、絶対にやめる。
●２ ストーブは、燃えやすいものから離して使う。
●３ ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

●１ 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
●２ 寝具や衣類、カーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
●３ 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
●４ お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

応募について　期限：１月３１日（必着）
　次の２点を直接か郵送、Ｅメールで、中央区役所地域政策課へ
①シンボルマークのデザイン　１点（Ａ４サイズ、手書き可）
②専用の応募用紙か任意の用紙、Ｅメールの本文に次の事項を記入
・制作意図とカラーの着色理由（計３００字以内）
・応募者の住所、氏名、年齢、職業（学生は学校名と学年）など

応募先・お問い合わせ　中央区役所地域政策課
1０４２－７６９－９８０１　〒２５２－５２７７　中央区中央２－１１－１５

Ｅメール　c-chiikiseisaku@city.sagamihara.kanagawa.jp

募集します！ 中央区のシンボルマーク・カラー 中央区のシンボルマーク・カラー 中央区のシンボルマーク・カラー 

３つの
習慣

４つの
対策

設置しましたか？住宅用火災警報器
　平成２３年６月１日から、全ての住宅に住宅用
火災警報器が必要になります。お早目に設置を
お願いします。
お問い合わせ　予防課　1０４２－７５１－９１３３

  材　料   （４人分）
じゃがいも：１個
人参：１／２本
玉ねぎ：１個
小松菜：１／２束
ねぎ：１本
煮干だし汁：１�
小麦粉（薄力粉）：２００ｇ
みそ：大さじ３
しょうゆ：少々

さがみはら さがみはら 旬 の の 

提供　食生活改善推進団体 わかな会

　相模原では米があまりとれ

なかったため、小麦をよく食

べていました。

　練った小麦粉を、とっちゃ

投げ、とっちゃ投げ、鍋へ入

れてコトコト煮ます。

煮だんご（とっちゃなげ）

  作り方    
●１ じゃがいもは一口大、人参はいちょう切り、玉ねぎはく
し型切りにする。

●２ 小松菜は３㎝ぐらいのざく切りにしておく。ねぎは小口
切りにする。

●３ 煮干でだしを取り、●１ を入れ煮る。

●４ 小麦粉を水（１４０ml 位）でこねて手でちぎって●３ に入れ、
１０分から１５分ぐらい煮る。

●５ みそで味をつけ、しょうゆを入れる。小松菜を入れ、最
後にねぎを加えて出来あがり。




